
平
成
十
八
年
十
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月
十
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日
提
出

質

問

第

一

六
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日
本
政
府
の
イ
ラ
ク
戦
争
に
つ
い
て
の
見
解
に
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す
る
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問
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意
書
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者
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元
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日
本
政
府
の
イ
ラ
ク
戦
争
に
つ
い
て
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

イ
ラ
ク
戦
争
の
是
非
が
争
点
と
な
っ
た
米
中
間
選
挙
で
、
共
和
党
は
上
下
院
と
も
に
過
半
数
を
割
る
結
果
と
な
っ
た
。
ブ
ッ

シ
ュ
米
大
統
領
は
イ
ラ
ク
政
策
の
誤
り
を
認
め
、
同
戦
争
を
推
進
・
指
揮
し
た
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
国
防
長
官
を
更
迭
し
た
。
二

〇
〇
七
年
一
月
か
ら
米
上
院
軍
事
委
員
長
に
就
任
す
る
民
主
党
の
カ
ー
ル
・
レ
ビ
ン
議
員
は
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
三
日
、

早
期
撤
退
開
始
に
向
け
た
動
き
を
強
め
る
考
え
を
強
調
、
そ
う
し
た
発
言
を
受
け
て
今
後
の
イ
ラ
ク
政
策
の
見
直
し
が
進
む
と

考
え
ら
れ
る
。

塩
崎
官
房
長
官
は
、
九
日
午
前
の
記
者
会
見
で
「
今
後
も
イ
ラ
ク
の
復
興
を
主
体
的
に
支
援
す
る
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
」

と
、
従
来
の
政
策
に
変
更
が
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
、
イ
ラ
ク
戦
争
そ
の
も
の
の
是
非
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

イ
ラ
ク
戦
争
を
一
貫
し
て
推
進
・
指
揮
し
て
き
た
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
国
防
長
官
の
更
迭
は
、
現
在
の
イ
ラ
ク
政
策
だ
け
で
な

く
イ
ラ
ク
戦
争
そ
の
も
の
の
必
要
性
・
正
当
性
に
つ
い
て
厳
し
い
判
断
を
下
し
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ラ
ク
戦
争
に
つ
い
て
「
米

国
支
持
」
の
態
度
を
繰
り
返
し
表
明
し
て
き
た
日
本
政
府
は
、
か
つ
て
の
自
ら
の
判
断
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

《
イ
ラ
ク
攻
撃
に
つ
い
て
》

一



ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
は
、
二
〇
〇
三
年
三
月
一
七
日
午
後
八
時
、
イ
ラ
ク
の
フ
セ
イ
ン
大
統
領
が
政
権
に
あ
る
限
り
武
装

解
除
は
で
き
な
い
と
し
て
、
フ
セ
イ
ン
大
統
領
と
二
人
の
息
子
に
対
し
て
四
八
時
間
以
内
に
国
外
退
去
す
る
よ
う
要
求
し
、

拒
否
す
れ
ば
軍
事
行
動
に
踏
み
切
る
と
通
告
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
は
、
二
〇
〇
三
年
三
月
一
八
日
午

後
、
「
米
国
の
方
針
を
支
持
し
ま
す
」
と
表
明
し
た
。

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
が
派
遣
し
た
調
査
団
が
「
イ
ラ
ク
に
大
量
破
壊
兵
器
は
存
在
し
な
い
」
と
の
最
終
報
告
を
提
出
し

た
。

�

米
国
に
と
っ
て
イ
ラ
ク
攻
撃
に
は
ど
ん
な
大
義
が
あ
っ
た
の
か
、
今
日
現
在
の
日
本
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

「
日
本
が
米
国
の
イ
ラ
ク
攻
撃
を
支
持
し
た
の
は
正
し
か
っ
た
」
と
い
う
見
解
は
、
日
本
政
府
は
今
日
現
在
も
変
え
て

い
な
い
の
か
。

二

《
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
遣
に
つ
い
て
》

イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
遣
に
あ
た
り
、
政
府
は
「
こ
の
問
題
の
根
幹
と
い
う
の
が
、
中
東
の
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
和
平
に
あ
る
わ
け
で
し
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
か
ら
近
隣
諸
国
の
平
和
と
安
定
の
維
持
に
つ
き
ま
し
て
も
、

日
本
は
石
油
の
多
く
を
こ
の
地
域
に
依
存
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
我
が
国
と
し
て
も
、
こ
の
地
域
が
平
和
で
あ
っ
て
安

二



定
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
ま
さ
に
国
益
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
」
（
川
口
順
子
外
務
大
臣
・
二
〇
〇

三
年
四
月
一
六
日
、
衆
議
院
外
務
委
員
会
）
「
要
す
る
に
米
国
か
ら
は
具
体
的
に
支
援
の
中
身
を
、
こ
れ
を
聞
か
れ
て
い
る

わ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も
支
援
し
て
く
れ
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
話
で
は
な
く
て
、
あ
く
ま
で
も
我
が
国
の
必

要
性
と
い
う
観
点
か
ら
こ
の
問
題
に
取
り
組
も
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
自
主
的
な
、
我
が
国
と
し
て
の

自
主
的
な
判
断
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
や
っ
ぱ
り
中
東
地
域
の
安
定
、
イ
ラ
ク
の
安
定
、
中
東
地
域

の
安
定
、
そ
し
て
、
例
え
ば
石
油
供
給
の
安
定
と
か
、
ま
た
国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
と
い
う
、
そ
う
い
う
こ
と
を
中
心
に

考
え
た
結
果
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
（
福
田
康
夫
官
房
長
官
・
二
〇
〇
三
年
七
月
二
二
日
、
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
）
と
答

弁
し
て
い
る
。
当
時
官
房
副
長
官
だ
っ
た
安
倍
首
相
も
、
自
著
の
中
で
「
日
本
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
で
あ
る
原
油
の
八
五

％
を
中
東
地
域
に
た
よ
っ
て
い
る
。
し
か
も
イ
ラ
ク
の
原
油
の
埋
蔵
量
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
つ
い
で
世
界
第
二
位
。
こ

の
地
域
の
平
和
と
安
定
を
回
復
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
日
本
の
国
益
に
か
な
う
こ
と
な
の
で
あ
る
」
（
『
美
し
い
国

へ
』
一
三
五
頁
）
と
書
い
て
い
る
。

�

自
衛
隊
を
「
石
油
供
給
の
安
定
」
の
た
め
に
派
遣
し
て
い
る
と
い
う
見
解
は
、
日
本
政
府
は
今
日
現
在
も
変
え
て
い
な

い
の
か
。

三



�

自
衛
隊
を
イ
ラ
ク
に
駐
留
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
「
国
益
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
い
る
の
か
。
具
体
的

に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

二
〇
〇
三
年
当
時
の
、
「
自
衛
隊
を
イ
ラ
ク
に
派
遣
す
る
」
と
し
た
判
断
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
は
現
在
も
正
し
か
っ

た
と
考
え
る
か
。

�

日
本
政
府
は
、
今
日
現
在
イ
ラ
ク
は
「
こ
の
地
域
が
平
和
で
安
定
し
て
い
る
」
状
況
に
あ
る
と
考
え
る
か
、
ま
た
「
こ

の
地
域
の
平
和
と
安
定
を
回
復
す
る
」
と
い
う
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
考
え
る
か
。

三

《
米
国
の
イ
ラ
ク
占
領
政
策
と
、
イ
ラ
ク
国
内
の
情
勢
に
つ
い
て
》

二
〇
〇
六
年
三
月
一
九
日
、
イ
ラ
ク
の
ア
ラ
ウ
ィ
元
暫
定
政
府
首
相
は
「
イ
ラ
ク
は
内
戦
の
さ
な
か
だ
。
全
国
で
毎
日
平

均
五
〇
〜
六
〇
人
が
死
ん
で
お
り
、
こ
れ
が
内
戦
で
な
け
れ
ば
何
が
内
戦
な
の
か
」
と
述
べ
た
。
ま
た
米
上
院
軍
事
委
員
会

で
は
米
統
合
参
謀
本
部
議
長
や
中
央
軍
司
令
部
司
令
官
が
「
イ
ラ
ク
が
内
戦
に
向
か
う
こ
と
は
あ
り
得
る
」
と
証
言
し
、
イ

ラ
ク
の
治
安
情
勢
に
つ
い
て
「
内
戦
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
懸
念
を
表
明
し
た
。

�

今
日
現
在
の
判
断
と
し
て
、
日
本
政
府
は
米
国
の
イ
ラ
ク
占
領
政
策
が
成
功
し
て
い
る
と
考
え
る
か
。

�

成
功
と
考
え
る
場
合
、
ま
た
失
敗
で
あ
る
と
考
え
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四



�

日
本
が
米
国
の
イ
ラ
ク
占
領
政
策
を
支
持
し
た
の
は
正
し
か
っ
た
と
の
見
解
は
、
日
本
政
府
は
今
日
現
在
も
変
え
て
い

な
い
の
か
。

�

日
本
政
府
は
、
い
ま
の
イ
ラ
ク
情
勢
を
「
内
戦
一
歩
手
前
」
と
判
断
す
る
か
。

�

「
内
戦
一
歩
手
前
」
と
判
断
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
が
独
自
に
判
断
し
た
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

四

《
「
復
興
支
援
」
を
目
的
に
現
在
も
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
航
空
自
衛
隊
に
つ
い
て
》

�

「
復
興
支
援
」
の
任
務
内
容
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
復
興
支
援
」
以
外
の
任
務
内
容
は
あ
る
の
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

米
軍
部
隊
の
兵
士
を
輸
送
す
る
の
は
「
復
興
支
援
」
に
入
る
の
か
。
日
本
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

日
本
政
府
は
航
空
自
衛
隊
を
即
時
撤
退
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
日
本
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

イ
ラ
ク
政
府
が
イ
ラ
ク
を
「
内
戦
状
態
」
と
判
断
し
た
場
合
、
航
空
自
衛
隊
を
撤
退
さ
せ
る
の
か
。
日
本
政
府
の
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。

�

撤
退
時
期
を
決
め
る
の
は
あ
く
ま
で
も
日
本
の
自
主
的
な
判
断
と
す
る
な
ら
、
「
復
興
支
援
」
が
目
的
と
な
っ
て
い
る

以
上
、
米
軍
が
撤
退
し
て
も
復
興
支
援
が
必
要
で
あ
れ
ば
イ
ラ
ク
に
留
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
か
。
日
本
政
府
の
見

五



解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

現
在
自
衛
隊
が
イ
ラ
ク
に
駐
留
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
て
い
る
「
国
益
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
い
る

の
か
。
日
本
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

�

将
来
自
衛
隊
が
イ
ラ
ク
に
駐
留
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
「
国
益
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
い
る
の

か
。
日
本
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

六


